
様式１ 

県立鉾田第二高等学校【総合的な探究の時間計画】（令和８年度） 

学校の教育目標 

課題の発見・解決に向けた主体的・協働的な学びと、将来を見据えた系統的なキャリア教育を充実させ

て、一人一人が希望する進路の実現を図るとともに、地域社会との連携を推進し、地域振興に貢献する

リーダーとなる人材を育成する。 

総合的な探究の時間の評価 

目標と育成する資質・能力 学習評価 配慮を必要とする生徒への支援方法 

・自ら課題を設定し、探究の過程で身につ

けたことを説明、解説できるようになる。 

・自らの探究の過程を記録できるようにな

り、ライフプランを考え、行動に移すことが

できるようになる。 

・地域の課題、世界の課題を探究すること

で、未来を創る一人であることを認識し、主

体的に活動できるようになる。 

・自ら課題を設定し、探求の過程で

身につけたことを説明、解説でき

るか。・自らの探求の過程を記録

し、ライフプランを考え、行動に移

すことができるか。・地域の課題、

世界の課題を探究することで、未

来を創る一人であることを認識

し、主体的に活動できるか。 

・生徒の特性に合わせ、学年・学校

全体で対応する。 

・ＳＣ等、校内外の専門家や保護者

との連携する。 

・現在の困り感を把握し、支援の体

制を整える。 

各学年における主な取組内容  

「総合的な探究の時間」を課題研究等で代替している場合の科目名（              ） 

学年 主たる探究課題及び学習活動 外部との連携 育成を目指す生徒像 

 

１年 

 

・自己を知り、他者を知り、地域の課

題を知る 

・進路志望分野ごとに班を編成し、自

分たちが関わる地域社会の課題や、国

際的な課題からテーマを作り出す。 

・地域の各施設 

・農家 

・鉾田市役所 

課題の発見・解決に向け

主体的・協働的に活動で

きる生徒。 

 

２年 

 

・仲間と協力し、自分や社会の未来を

考える。 

・修学旅行先である沖縄県の平和と歴

史、文化・風土に関して、テーマを設

定し、その課題について情報を収集す

る。 

・旅行業者 

・地域の各施設 

 

社会を生きていく上で必

要な社会性を身につけ、

今後より良い社会を目指

すための解決策を考えよ

うとすることができる生

徒。 

 

３年 

（商業・

情報・

国語） 

"・昨年度の振り返りとともに、一人一

人の進路実現を見据えて、各分野にお

ける課題の発見や解決に向けた情報

収集をおこなう。 

・進路実現に向けて自己分析をおこな

うことで自己理解を深め、今後の課題

を明確にする。 

・適性検査  

・インターネット  

・書籍（図書館の活用） 

・進路の手引き 

知識及び理解、進路実現

のための自己理解や、各

課題の発見・解決のため

に情報収集をおこなう

ことで、各分野の知識・

技能を身につける。" 

 

 


